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消 防 活 動 体 制 の 充 実 強 化 

地域及び住民の防災行動力向上 

震 災 に 関 す る  調  査  研  究 

震  災  対  策  基  本  方  針 

東京消防庁の震災対策 
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震  災  対  策  基  本  方  針 



公 助 

（東京消防庁他） 

約２万５千人 
消防団  

約１万８千人 

共 助 

自主防災組織等 
約４６０万人 

常備消防 

東京の消防防災体制(共助と公助） 
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（１）震災時の消防活動体制 
         （公助） 

東京消防庁の震災対策 



 ① 震災配備態勢（震度５弱） 
  ・ 交替制勤務員（常時の体制）  約４,３００人 

     ・ 非常参集者（待機宿舎居住者等）約２,３００人 
 

  ② 震災非常配備態勢（震度５強以上） 
    

 

 

全職員約１８,０００人で対応 
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震災時における消防部隊の増強 

平常時 

指揮隊、ポンプ隊、
救助隊、はしご隊、
化学車隊、特殊車隊、
二輪車隊、救急隊、
ヘリコプター、 
消防艇 等     

震災時 

非常用ポンプ車隊 
非常用救急隊 
可搬ポンプ隊 等 

       

非常用ポンプ車  １８４台   
非常用救急車    ９１台 
非常用活動二輪車  １０台 
可搬ポンプ    ４９１台 

増強 
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東京 

神奈川 

千葉 

埼玉 

栃木 

群馬 

山梨 

茨城 

東京都への 
緊急消防援助隊 

第一次 １県 山梨 

第二次 ５県 
福島  新潟  富山  

長野  岐阜 

 第三次  
１５府県 

（１２時間到着） 

青森  岩手  秋田 
山形  石川  福井 
三重  滋賀  京都 

兵庫  奈良  和歌山 
岡山  鳥取  徳島   

第四次  
１５道府県 

  
被災状況に応じ指定 

東京都、千葉県、神奈川県、埼玉県のうち２以上の都県で震度 
６弱（特別区、政令指定都市は５強）以上が観測された場合 

神戸 

京都 8 

首都直下地震 
アクションプラン 



震度情報の収集、被害の予測、指揮・部隊運用の支援
等に活用する１０システム 

東京消防庁 

延焼シミュレーションシステム 

携帯電話の位置情報と画像情報を活用 

早期災害情報システム 

ヘリテレ映像を地図に結合し、被害を把握 

地震被害判読システム 

地震計ネットワーク 

地震計の震度データを基に予測 

地震被害予測システム 

震災時の災害や部隊を管理  

震災消防活動支援システム 

緊急地震速報 
伝達システム 

9 
ライフライン情報 
（消火栓・電気・ガス） 
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消 防 団 に よ る 活 動 

都内の消防団（26.4.1） 
・定員      ２４，８６７名 
・ポンプ車、積載車 ６８８台 
・可搬ポンプ   １，３７０台 
   

        （※島しょ地区除く） 
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防火水槽の整備 
震災時多機能型深層無限水利 

（深井戸の整備） 

河川等の利用 親子蓋の整備 

消防水利の整備・確保 
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（２）地域の防災力の充実強化 
   ☆住民の自助力向上 
   ☆地域の共助体制の充実 
 

東京消防庁の震災対策 



「防災訓練参加者 年間２００万人」へ 

☆避難、消火、救助、応急手当、起震車、煙ハウス、 
 消防演習見学・・・     
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☆小学校等の会場で、住民、自主防災組織、行政機関
等が集合して実施 

（１）集合型防災訓練 



「防災訓練参加者 年間２００万人」へ 

実際の街区で、身近にある 
   水利や資器材を使用 
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隣近所の連携を活かす 
      実践的訓練  

（２）まちかど防災訓練（発災対応型訓練） 



煙体験ハウス 

☆初期消火 
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小学生、中学生、高校生への防災教育 

☆心肺蘇生 

☆救出、救助 



☆池袋防災館 
  豊島区西池袋２－３７－８ 
  電話：０３（３５９０）６５６５ 

都民防災教育センター（防災館） 

☆本所防災館 
  墨田区横川４－６－６ 
  電話：０３（３６２１）０１１９ 

☆立川防災館 
  立川市和泉町１１５６－１ 
  電話：０４２（５２１）１１１９ 
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スタンドパイプ 救 助 

図 上 訓 練  水圧で開か 
なくなる 
扉の体験 
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救命処置訓練 

地 震 

通報訓練 
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煙からの避難訓練 
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H23.3.11 都内で発生した火災（３２件） 

・水槽が倒れ、魚用ヒーターが衣類
を過熱した。 
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・電気ストーブやヒータ類が倒れた
り、何かが落ちるなどして、スイッ
チが入った。 



ご清聴 
  

ありがとうございました 
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